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株式会社大阪取引所

FTSE 中国 50 先物取引の導入について

当社は、2016 年央に予定している次期デリバティブ売買システム（次期 J-GATE）の稼働

にあわせて、中国株指数の FTSE China 50 Index（以下「FTSE 中国 50 インデックス」）を

対象とした先物取引（以下「FTSE 中国 50 先物取引」）を導入することとしますので、お知

らせします。

FTSE 中国 50 インデックスは、FTSE International Limited により算出される指数であ

って、香港証券取引所に上場する H株、Red Chip、P Chip と称される中国株の中から時価

総額及び流動性を勘案して選定される 50銘柄により構成されるものです。FTSE 中国 50 先

物取引の導入は、中国経済の動向に関心が高まる中、中国本土の株式市場と連動性が高い

香港上場中国株を対象とした円建て株価指数先物取引の導入により、わが国における中国

株へのヘッジや投資のニーズに応えようとするものです。

次期 J-GATE の稼働時に FTSE 中国 50先物取引を導入することにより、既に公表した台湾

加権指数先物取引と合わせて、当社の海外株価指数先物取引は４商品となります。

FTSE 中国 50 先物取引の具体的な取引開始の時期は、2016 年央に予定している次期

J-GATE の稼働時期と合わせて、追ってご案内いたします。

なお、本件につきましては、本日から日本取引所グループのウェブサイトにて、パブリ

ック・コメントを実施しております。

以 上

【本件に関するお問合せ先】

株式会社日本取引所グループ

広報・ＩＲ部（大阪）

06-4706-0802



【参考】

○ FTSE 中国 50 先物取引の制度概要

項目 概要

限月取引 直近 2 限月取引及びそれ以外の限月取引のうち四半期月の直近 2 限月取引の 4 限月取引制

（取引期間：3 月、6月、9 月、12 月の限月取引は 8 か月、それ以外の限月取引は 2 か月）

取引時間 日中立会：午前 8 時 45 分～午後 3 時 15 分

夜間立会：午後 4 時 30 分～翌日の午前 5 時 30分

取引単位 指数値×100 円（1 取引単位あたりの想定元本は約 160 万円 ※2015 年 10 月 9日時点）

呼値の単位 5 ポイント

○ 中国株の分類

分類 概要

A株 中国本土に登記する企業が発行する株式であって、中国本土に上場し人民元建てで売買されるもの

（外国人投資規制あり）

B株 中国本土に登記する企業が発行する株式であって、中国本土に上場し外貨建てで売買されるもの

（上海証券取引所では米ドル建て、深セン証券取引所では香港ドル建て）

H株 中国本土に登記する企業が発行する株式であって、香港に上場するもの

Red Chip 中国本土外で登記する企業のうち、中国国有企業（中国政府、地方政府等が出資する企業）等が株

式の 30%以上を保有し、売上又は資産の 50%以上が中国本土にある企業が発行する株式であって、

香港に上場するもの

P Chip 中国本土外で登記する企業のうち、売上又は資産の 50%以上が中国本土にあり、中国本土の個人に

よって支配されている企業が発行する株式であって、香港に上場するもの（Red Chip を除く）

（※1）FTSE International Limitedによる分類（2015 年 9 月末時点）

（※2）FTSE 中国 50 インデックスは、上記の中国株のうち、H株、Red Chip 及び P Chip を対象に算出。

○ 大阪取引所の海外株価指数先物取引の一覧

先物取引 対象 取引開始日(※)

ＮＹダウ先物取引 米国株式 2012 年 5 月 28 日

CNX Nifty 先物取引 インド株式 2014 年 3 月 24 日

台湾加権指数先物取引 台湾株式 2016 年央予定

FTSE 中国 50 先物取引 中国株式 2016 年央予定

（※）台湾加権指数先物取引と FTSE 中国 50 先物取引については、取引開始予定時期。


